








　研究目的:Diphenylhydantoin(DPH)は最も代表的な坑てんかん薬の一つであ

るが,その生体内態は特異で,Michaelis-Menten kinetics を示し,ある一定の

血中濃度の近辺では,少量の投与量の増減が大きな血中濃度の変化をもたらし,

これが DPH の至適投与量の決定を容易でないものにしている。

　このため,最終的には小児における DPH の至適投与設計法を確立することを

目的とし,個々の対象について Michaelis-Menten 定数を求め,これに対する年

令,併用他剤の影響,その定数を用いて投与設計を行なった場合の予測性を検討

した。


